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速水御舟「水仙花」大正I4年(i925年)横浜市蔵
御舟は、大正8年頃より精密描写に取り組みはじめ、ドイツ・ルネッサンスの写実画家デューラーに興味

を抱く。

この作品は、大正14年の作であるが、水仙花の内面へでも迫まるがごとく凝視し、徹底した精密描写を行
っている。画面いっぱいに広がった葉の一枚一枚が、するどく空間に向い、このかよわい花に力強い生命と
存在感を与えている。この葉の表現に比べ、小さな白い花が印象的である。情感豊かな作品である。
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㊥
結
謹
彊
謹

ね
、

月)、「浅井と歩んだ画業をた

どる=都鳥実害展」(四月)、

「文化交流、親善めざし、色

鮮やかにカナダを紹介=アル

バータ州現代美術展」(六月)、

「彫刻と版画の魅力満喫=美術館夏季大学」(七月)、「二十
一世紀への飛躍をテーマに公

募=

月)、「バルビゾン派の九九点一堂に、貴重な作品早くも話

題=ミレー、コロー、クール

ベ度し(九月)、「芸術の秋出前

=千葉県移動美術館」(九月)

以
上
は
、
昨
年
実
施
し
た
県
立

美術館の事業を紹介した新聞

記事の見出しの一部である。

昭
和
五
十
九
年
も
各
種
の
事
業を展開したが、関係者各位の

御協力により、それぞれ成果をあげて終了することができ

ーl -

美
術
に
親
し
み
た
い
と
い
う
県

民の要望にこたえられるよう
美術資料の収集整備や展示事

業の充実、県民アトリエ事業

の拡充等に、館員一同更に一

層の努力を重ねたい。へ
糸
賀
茂
夫
)
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現
代
日

本
具
象
彫
刻

展
き星

八

つ

=

浅
井
忠
記
念

貨
展
し_

●



みる・かたる・つくる-

速
水
御
舟
と
そ
の
時
代
展

I
プ
ロ
ロ
ー
グ

生
家
・
蒔
田
家
と
茂
原
̃

昭
和
六
十
年
一
月
十
九
日
(
土
)

̃
二
月
二
十
七
日
(
水
)

を
∵
沖
“
汚
し
.

「広庭立夏」速水御舟(第9回院展)

速
水
御
舟
は
、
明
治
二
十
七
年

二
八
九
四
)
八
月
二
日
、
父
・

蒔
田
良
三
郎
、
母
・
い
と
の
次
男

と
し
て
東
京
浅
草
茅
町
に
生
ま
れ

た
。
本
名
、
蒔
田
栄
一
。

御
舟
の
生
家
蒔
田
家
は
、
千
葉

県
の
茂
原
町
二
宮
本
郷
村
山
崎

(
現
、
茂
原
市
山
崎
)
で
代
々
輯
油

譲
道
を
家
業
と
す
る
旧

た
。
父
・
良
三
郎
は
、

憲
誓

様
蝶
二
重

億

代
謝
二
時

高
言

上
京
、
質
屋
を
営
み
、
の
ち
に
第

百
銀
行
系
の
実
業
貯
蓄
銀
行
に
関

与
し
た
。
上
京
の
際
、
資
金
作
り

の
た
め
土
地
・
家
屋
が
処
分
さ
れ

た
た
め
、
今
は
生
家
蒔
田
家
は
茂

原
に
は
存
在
し
な
い
。
屋
敷
跡
地

は
、
の
ち
に
土
地
改
良
が
行
お
れ

農
地
と
な
り
、
現
在
で
は
一
部
が

宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家

屋
は
、
親
戚
・
加
藤
豪
に
譲
渡
さ

れ
ご
く
最
近
ま
で
現
存
し
て
い
た
。

こ
の
家
屋
は
、
柱
が
総
樫
で
屋
根

は
茅
葺
と
い
う
旧
家
の
お
も
か
げ

を
伝
え
て
い
た
が
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
現
在
改
築
の
た
め
取
り
壊

し
の
最
中
で
あ
る
。
き
ち
に
、
蒔

国
家
代
々
の
墓

(
御
舟
の
祖
父
の

代
ま
で
)
は
、
や

は
り
茂
原
市
山
崎

の
薬
王
寺
に
今
も

残
さ
れ
て
い
る
。

御
舟
と
茂
原

御
舟
は
、
父
の

郷
里
で
あ
る
茂
原

を
訪
れ
て
い
る
。

大
正
五
年
四
月

小
茂
田
青
樹
・
吉

田
幸
三
郎
と
と
も

に
、
親
戚
・
西
谷

豪
に
三
日
間
滞
在

笠
森
観
音
を
参
拝

し
、
一
の
宮
附
近

を
見
学
し
て
い
る
。

こ
の
際
の
小
茂
田

現 在 の 長 屋 門

-
2
喜

正誤表に
千藤娘立

青
柳
か
ら
の
礼
状
が
、
最
近
ま
で

西
谷
家
に
残
さ
れ
て
い
た
と
言
お

れ
る
が
、
今
は
兄
い
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

大
正
十
一
年
春
、
こ
の
時
は
親

戚
、
加
藤
家
に
長
期
に
ね
た
り
港

間

在
し
た
と
思
ね
れ
る
。
今
も
現
存

す
る
大
正
十
一
年
九
月
二
十
四
日

付
加
藤
吉
青
鬼
御
舟
絵
は
が
き
(
『

広
庭
立
夏
」
の
出
品
絵
は
が
き
)

に
よ
れ
ば
、
「
今
春
永
ら
く
御
邪

魔
致
し
居
り
典
範
葛
生
に
候
門
ノ



図
比
の
程
完
成
目
下
展
覧
禽
出
陳

中
に
御
座
候
」

と
あ
る
。
こ
れ
に

ょ
り
薄
在
期
間
中
に
『
広
庭
立
夏
」

の
た
め
の

「
門
ノ
図
」

が
写
生
さ

れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
間

は
、
加
藤
家
の
近
く
に
あ
っ
た
鈴

木
家
の
長
屋
門
で
あ
り
、
現
在
は

改
築
さ
れ
、
現
存
し
な
い
‥

こ
の
他
、
御
舟
が
た
び
た
び
茂

原
を
訪
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
「
父
方
の
祖
父
の
故
郷
で
あ

る
千
葉
県
の
茂
原
の
家
で
法
事
が

あ
っ
た
時
、
私
た
ち
一
家
は
は
る

ば
る
東
京
か
ら
広
い
田
圃
の
中
に

あ
る
署
ふ
き
屋
根
の
豪
に
行
き
ま

●

し
た
。
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の

は
丁
度
夕
日
が
既
に
丘
陵
の
向
こ

う
に
沈
み
、
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た

あ
ち
こ
ち
の
田
舎
家
に
次
々
と
ラ

ン
プ
の
畑
が
と
も
り
は
じ
め
た
頃

だ
っ
た
の
で
す
。
は
じ
め
て
見
る

そ
の
筋
か
で
美
し
い
薄
暮
の
田
園

風
景
に
、
私
は
心
の
と
き
め
く
思

い
で
し
た
が
、
こ
れ
は
、
父
が
少

年
の
時
、
は
じ
め
て
こ
の
地
を
夕

方
に
訪
れ
た
時
に
得
た
そ
の
感
激

を
、
ま
た
自
分
の
子
供
た
ち
に
も

味
山
∵
わ
せ
よ
う
と
し
て
、
ね
ぎ
ね

ぎ
そ
の
時
周
を
選
ん
で
い
た
の
だ

と
い
う
こ
と
を
、
後
か
ら
母
に
聞

か
さ
れ
ま
し
た
;

(
『
ア
サ
ヒ
グ

ラ
フ
別
冊
美
術
特
集
・
速
水
御
舟
』

一
九
八
四
)

と
御
舟
の
次
女
・
和

子
氏
が
思
い
出
を
記
し
て
お
ら
れ

る
。
御
舟
が
、
茂
原
の
鳳
最
を
好

ん
で
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

展
覧
会
に
つ
い
て

御
舟
と
茂
原
と
の
係
お
り
は
深

い
。
そ
れ
故
、
本
館
で
は
、
一
度

は
展
覧
会
と
し
て
取
り
上
げ
て
み

た
い
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
御
舟
の
展
覧
会
は
、
過

去
に
大
規
模
な
も
の
が
開
か
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
展
で
は
、
御
舟

●

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
彼
が
活

耀
し
た
明
治
四
十
一
年
へ
松
本
楓

潮
の
哩
へ
入
門
)

か
ら
昭
和
十
年

へ
御
舟
の
逝
去
)

に
制
作
さ
れ
、

あ
る
い
は
発
表
さ
れ
た
代
表
的
作

家
の
作
品
を
展
観
し
、
近
代
日
本

画
の
展
開
を
回
顧
し
ょ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

(
所
用
公
秀
)

出

品
作
家

山
元
春
挙
、
土
田
麦
催
、
速
水

御
舟
、
菱
田
春
草
、
平
福
苗
穂
、

櫛
山
大
観
、
今
村
紫
紅
、
荒
井
寛

方
、
石
井
林
響
、
竹
内
栖
鳳
、
小

野
竹
喬
、
今
尾
景
年
、
川
合
玉
堂

-みる・かたる・つくる

蒔 田 家 代 々 の 墓

ヽ
∴
ヽ

蒔田家旧家屋(加藤家所有)

蒔 田 家 屋 敷 跡

菊
池
契
月
、
前
田
市
部
、
儒
本
関

宮
、
酒
井
三
良
、
入
江
波
光
、
冨

田
潔
佃
、
木
島
桜
谷
、
小
茂
田
青

柳
、
小
林
村
白
、
宇
田
荻
部
、
松

岡
映
丘
、
小
川
芋
銭
、
川
崎
小
虎

木
村
武
山
、
池
上
秀
畝
、
小
林
古

径
、
田
中
頼
埠
、
結
城
素
明
、
榊

原
紫
崎
、
山
口
華
腸
、
福
田
平
八

郎
、
池
田
道
都
、
奥
村
土
牛
、
安

田
敏
彦
、
児
玉
希
望
、
書
取
胤
堂

橋
本
明
治
、
山
口
遊
春
、
伊
東
深

水
、
大
智
勝
観
、
西
村
五
雲
、
毘

竹
竹
城
、
堂
山
南
瓜
、
以
上
囲
六

名

へ
順
不
同
)

美
術
講
演
会

演
題

近
代
日
本
画
に
お
け
る
写

実
性
と
装
飾
性

講
師

細
野
正
信
氏

(
東
京
国
立

博
物
館
主
任
研
究
官
)

日
時

昭
和
0
0
年
1
用
2
7
日
用

午
後
2
時
よ
り

場
所

千
葉
県
立
美
術
館
講
堂

美
術
を
語
る
会

話
題

御
舟
と
茂
原

話
題
提
供
者

佐
藤
信
夫
氏
(
茂

原
市
文
化
財
審
議
委
員
)

日
時

昭
和
0
0
年
2
月
9
日
用

牛
後
2
時
よ
り

場
所

千
葉
県
立
美
術
館
研
修
室

へ
会
撮

無
料
)



みる・かたる・つくる-

第
一
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

-
全
国
か
ら
応
募
一
〇
四
点
-

昭
和
六
十
年
二
月
二
日
㈲
̃
二
月
二
十
四
日
㈲

「
青
葉
の
森
公
園
」

青
葉
の
森
公
開
は
干
葉
市
の
膿

林
水
産
省
畜
産
試
験
場
跡
地
に
つ

く
ら
れ
る
も
の
で
、
面
積
約
5
3
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
下
総
台
地
の
面
影
を

残
す
典
艶
的
な
地
形
で
、
樹
林
帯

も
豊
か
で
、
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
な

ど
が
生
息
す
る
郡
両
部
に
残
さ
れ

た
極
め
て
貴
重
な
自
然
で
あ
る
。

こ
の
公
園
は
市
民
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
、
文
化
活
動
の
拠

点
、
防
災
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
予
定
で
、
カ
ル
チ
ュ
ア
ゾ
ー
ン
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
、
な
ど
に
区
分
さ
れ
、
博
物

館
、
運
動
場
、
各
種
広
場
、
柄
物

園
、
研
修
棟
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
配

置
さ
れ
る
。

こ
の

「
カ
ル
チ
ュ
ア
ゾ
ー
ン
」

に

「
彫
刻
の
広
場
」

が
設
け
ら
れ

招
待
作
家
の
作
品
約
1
 
0
体
と
公
募

展
「
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
」

に

よ
り
選
考
さ
れ
る
大
賞
作
的
1
 
0
体
、

計
2
0
体
程
度
が
昭
和
6
5
年
度
ま
で

に
こ
の
広
場
に
設
置
さ
れ
る
予
走

で
あ
る
。

な
お
、
招
待
作
家
の
ひ
と
り
北

村
西
聖
の

「
天
女
の
舞
」
は
、
公

園
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
本
館
中
庭

に
仮
設
置
さ
れ
、
一
般
公
開
中
で

あ
る
。

招
待
作
家

本
展
に
展
示
さ
れ
る
招
待
作
家

と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
5
0
音
順
)

大
須
賀

力

神
野

護
衛

北
村

西
望

佐
藤

忠
良

「飛べない諜」微行

「
杜
の
詩
」

「
と
こ
し
え
に
」

「
宇
宙
時
代
」

「
緑
の
風

(
エ
ス

キ
ー
ス
)
」

「
安
息
」

村
越

保
武

「
マ
リ
ア
・
マ
グ

ダ
レ
ナ
」

山
本

正
道

「
ア
ス
ペ
ン
の
コ

ロ
ラ
ド
Ⅱ
」

全
国
よ
り
1
0
4
点
の
応
募

北
は
関
東

(
埼
玉
、
茨
城
)

か

ら
南
は
九
州
へ
臨
間
)
ま
で
、
全
国

‖
都
府
県
か
ら
1
0
4
点
の
応
募

が
あ
っ
た
。
最
も
応
募
の
多
か
っ

た
の
は
、
東
京
都
(
3
4
点
)
、
次
い

で
千
葉
県
(
3
2
点
)
、
埼
玉
県
(
1
 
4

点
)

の
順
で
あ
っ
た
。

応
募
数
1
0
4
点
と
い
う
数
字

は
、
彫
刻
と
い
う
分
坪
を
考
え
る

と
決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な
い
。

大
賞
に
梅
原
正
夫
民
ら
大
作
家

審
査
は
去
る
昭
和
5
9
年
1
 
2
月
的

日
㈲
午
前
1
0
時
1
 
5
分
よ
り
、
審
査

員
、
小
用
正
隆
、
嘉
門
安
雄
(
審

査
会
長
)
、
弦
田
平
八
郎
、
富
山
秀

男
、
中
村
僧
三
郎
、
本
間
正
義
、

三
木
多
聞
各
氏
全
員
の
出
情
の
も

と
行
お
れ
た
。

は
じ
め
に
5
8
点
の
入
選
作
品
が

決
定
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
9
点
を

大
賞
候
補
と
し
、
そ
の
9
点
の
中

か
ら
最
終
的
に
次
の
6
点
が
大
賞

に
選
ば
れ
た
。

作
品
名

作
家
名

「
行
列
」

三
木
俊
治

●

「
元
気
で
」

●

「
時
の
流
れ

植
原

正
夫

(
千
葉
)

人
の
捗
み
」

酒
井

良
一
千
葉
)

●

「
飛
べ
な
い
沈
黙
」鈴

木

徽
(
東
京
)

●

「
昼
と
夜
」

高
田

大

(
神
奈
川
)

●

「
行
列
」

三
木

俊
治

(
東
京
)

●

「
香
風
」

六
時

敏
光

(
茨
城
)

(
5
0
昔
順
)

な
お
、
以
上
の
6
点
に
つ
い
て

審
査
会
長
の
嘉
門
安
雄
氏
は
審
査

評
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「

(
略
)
こ
の
大
賞
候
補
に
な
っ
た

9
点
は
、
さ
す
が
に
、
は
っ
き
り

何
か
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
6
点
を
選
ぶ
こ
と
が
、
入
選
を

き
め
る
こ
と
よ
り
遥
か
に
苦
し
か

っ
た
…
‥
と
、
告
白
す
る
ほ
ど
、

差
が
つ
け
に
く
か
っ
た
。
も
う
一

度
言
え
ば
、
候
補
作
品
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
豊
か
で
、
あ
る
い
は
歯
切

「
香
風
」
六
崎
敏
光

「昼と夜」

高田 大

●○○←○○I

「元気で」梅原正夫

●



れ
が
よ
く
爽
や
か
だ
っ
た
り
、
あ

る
い
は
造
形
と
い
う
こ
と
を
は
っ

き
り
つ
か
ん
で
清
潔
で
あ
る
。

(
略
)
。
」

ま
た
、
こ
の
6
点
の
中
か
ら
、
第

一
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
実
行

委
員
会
へ
委
員
長

今
井
正
)
は
、

本
展
開
催
期
間
中
の
観
覧
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
、
「
彫

刻
の
広
場
」

に
設
置
す
る
作
品
を

選
考
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
山
崎
猛
∴
次
城
▽
松
本
光
司
・

愛
知
▽
播
間
公
次
・
大
阪
▽
嘱
望

之
・
千
葉
▽
高
崎
哲
・
東
京
▽
広

瀬
友
彦
・
東
京
▽
撮
野
郎
昭
・
山

口
▽
酒
本
碓
行
・
千
葉
▽
本
田
悦

久
・
干
葉
▽
紀
園
輝
喜
・
千
葉
▽

「
時
の
流
れ
・
人
の
歩
み
」

酒

井
良

中
村
宏
・
神
奈
川
▽

-みる・かたる・つくる

東
京
▽
二
ノ
宮
裕
子
・
東
京
▽
松

原
静
雄
・
東
京
▽
外
岡
秀
樹
・
大

阪
▽
加
太
肇
江
・
干
葉
▽
三
島
喜

一
・
千
葉
∇
間
宮
哲
夫
・
東
京
▽

久
保
浩
・
千
葉
▽
脇
谷
幸
正
・
千

葉
▽
中
村
義
孝
・
茨
城
▽
石
谷
孝

二
・
埼
玉
▽
綿
貫
ひ
ろ
千
・
千
葉

▽
東
田
勝
男
・
東
京
▽
松
岡
じ
ゅ

ね
・
東
京
▽
高
野
佳
昌
・
京
都
▽

安
倍
千
隆
・
東
京
▽
平
井
一
雄
・

埼
玉
▽
杉
山
仁
・
神
奈
川
▽
山
崎

嘉
久
・
東
京
▽
橋
井
裕
・
京
都
▽

青
木
三
四
郎
・
干
葉
▽
桜
井
敏
生

・
東
京
▽
野
崎
窮
・
埼
玉
▽
渡
辺

尋
志
・
東
京
▽
鈴
木
徹
・
千
葉
▽

塙
相
通
・
福
岡
▽
岡
野
重
義
・
千

葉
▽
坂
井
一
任
・
干
葉
▽
市
村
緑

郎
・
埼
玉
∇
本
田
賞
侶
・
埼
玉
▽

小
田
信
夫
・
大
阪
▽
黒
須
信
子
・

東
京
▽
久
村
進
・
東
京
▽
宇
野
務

・
神
奈
川
▽
屠
場
正
廣
・
千
葉
▽

後
藤
敏
伸
・
富
山
▽
天
野
裕
夫
・

神
奈
川
▽
松
本
雄
治
・
東
京
▽
島

根
紹
・
東
京
▽
金
田
雄
作
・
千
葉

▽
小
島
請
成
・
千
葉
(
受
付
順
)

応
募
先

(
居
住
地
)

別
点
数

茨
城
5
、
埼
玉
1
 
4
、
干
葉
3
2
、

東
京
3
4
、
神
奈
川
了
、
愛
知
1
、

富
山
1
、
京
都
2
、
大
阪
5
、

和
歌
山
2
、
福
岡
1

計
1
0
4
点

-
自
然
と
の
交
流
-

ヽ
レ
ー
、
コ
ロ

ー
、

ク
ー
ル
ベ
展
終
る

特
別
展
「
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
、

ク
ー
ル
ベ
展
」

が
去
る
1
 
0
月
1
 
0
日

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

本
年
開
館
十
周
年
を
遡
、
え
、
特

別
展
と
し
て
は
、
本
館
で
は
初
め

て
の
国
際
的
な
展
覧
会
で
あ
り
、

各
方
面
で
話
題
を
呼
ん
だ
。

本
展
は
、
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
、

ク
ー
ル
ベ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
美

術
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
人

を
中
心
に
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
及
び

関
連
作
家
あ
れ
せ
て
2
5
作
家
の
作

品
を
展
示
し
た
。

●

入
館
者
は
二
七
、
〇
一
九
名
で
、

去
る
昭
和
五
十
二
年
度
に
開
催
し

た
東
山
魁
夷
展
に
次
ぐ
入
館
者
を

記
録
し
た
。
ま
た
、
金
曜
日
に
は

午
後
七
時
半
ま
で
開
館
し
、
利
用

者
よ
り
、
「
勤
め
の
都
合
で
昼
間

来
ら
れ
な
い
の
で
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
去
る
1
 
0
月
1
日
㈲
に
は

常
陸
雷
同
妃
両
殿
下
が
お
い
で
に

な
り
、
本
展
の
ほ
か
、
千
葉
市
中

中
養
護
学
校
児
童
生
徒
作
品
総
合

展
や
県
民
ア
ト
リ
エ
で
の
実
技
講

座
を
御
覧
に
な
ら
れ
た
。

な
お
、
本
展
に
伴
う
美
術
講
演

会
が
9
月
1
 
6
日
㈹
午
後
二
時
よ
り

御鑑賞中の常陸宮同妃両殿下

本
館
講
堂
に
お
い
て
行

お
れ
、
講
師
の
島
田
紀

夫
氏
(
実
践
女
子
大
学

助
教
授
)

が

「
、
・
、
レ
I
 
、

コ
ロ
I
 
、
ク
ー
ル
ベ
と

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
」
と
い

う
演
題
で
話
さ
れ
、
ま

た
、
美
術
を
語
る
会
が

9
月
2
9
日
㈲
二
時
よ
り

丹
尾
安
典
氏
(
早
稲
田

大
学
講
師
)
よ
り

「
日

本
人
と
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
話
題

提
供
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
多
く
の
参
加
者
が
あ

っ
た
。

感
謝
の
こ
と
ば

企
画
展
「
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー

タ
州
現
代
美
術
展
」
に
つ
い
て

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
政
府

東
京
事
務
所
ア
イ
バ
ン
・
パ
ム
ス

テ
ッ
ト
氏
よ
り
、
〃
芸
術
交
流
〃
展

の
開
催
に
伴
な
い
、
各
方
面
か
ら

の
協
力
や
多
く
の
人
の
親
切
に
対

し
て
の
感
謝
と
こ
の
展
覧
会
が
大

成
功
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
こ
の
大
成
功
に
よ
っ

て
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
と

日
本
・
干
葉
と
の
〃
芸
術
交
流
〃

の
目
的
が
果
た
せ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
の
内
容
の
礼
状
が
届
け

ら
れ
た
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
専
用
駐
車

場
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

一
台
分
増
設
し
、
き
ち
に
、
車
い

す
の
出
し
入
れ
に
便
利
な
よ
う
に

幅
を
広
げ
る
な
ど
の
改
善
を
し
た

こ
と
に
対
し
て
、
障
害
者
問
題
研

究
会
代
表
幹
事
天
皇
畢
氏
よ
り
、

次
の
よ
う
な
礼
状
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
(
略
)
県
内
会
員
及
び
関
係
者
に

も
連
絡
し
、
車
い
す
の
身
障
者
も

安
心
し
て
県
立
美
術
館
を
見
学
す

る
よ
う
周
知
方
依
頼
致
し
ま
し
た
。

す
で
に
、
一
会
貝
か
ち
美
術
館
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

感
謝
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

(
略
)
」
。*

*

暮

春



みる・かたる・つくる-

か
た
る
・
つ
く
る

実
技
講
座

本
年
度
の
実
技
講
座
は
、
日
本

画
、
デ
ッ
サ
ン
、
洋
画
、
版
画
、

彫
塑
、
陶
芸
、
七
宝
焼
、
書
芸
、

て
ん
刻
等
9
種
計
6
5
日
間
の
入
門

講
座
と
、
日
本
画
、
洋
画
、
陶
芸
、

書
芸
等
4
種
計
2
9
日
間
の
研
修
講

座
を
計
画
し
実
施
し
て
き
た
が
本

年
度
も
、
て
ん
刻
入
門
(
第
二
期
)

デ
ッ
サ
ン
入
門
(
第
四
期
)
、
書
芸

研
修
(
第
二
期
)
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
。
(
1
 
2
月
末
日
現
在
)

そ
こ
で
、
本
年
度
新
設
し
た
陶

芸
研
修
講
座
と
日
本
画
研
修
講
座

に
参
加
し
た
方
の
声
と
作
品
を
紹

介
す
る
。

「
陶
芸
研
修
講
座
」

(
ア
ン
ケ
ー

ト
よ
り
)

(
6
 
1
茂

男
)
・

講
師
の
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
御

指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

陶芸研修講座

ま
た
、
受
講
さ
れ
た
方
々
と
和

気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
勉

強
で
さ
た
こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
座
を
続
け

て
ほ
し
い
。

な
お
、
で
き
れ
ば
、
も
う
少
し

ゆ
っ
く
り
制
作
で
き
る
よ
う
に
日

数
を
ふ
や
し
て
い
た
だ
く
と
あ
り

が
た
い
。
ま
た
、
素
焼
や
本
燐
を

館
の
職
員
が
や
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
思
れ
れ

る
。
受
講
生
の
中
で
、
都
合
の
つ

く
者
が
交
代
で
や
る
な
ど
し
て
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

『
日
本
画
研
修
講
座
を

受
講
し
て
』

近
藤
百
合
子

四
週
に
ま
た
が
る
七
日
間
の
講

座
が
今
日
終
了
し
た
。
二
十
名
の

参
加
で
始
ま
っ
た
講
唾
で
あ
る
が

最
終
日
の
今
日
は
十
五
名
の
出
席

で
あ
っ
た
。
年
末
に
も
か
、
ね
ら

ず
県
下
全
域
か
ら
の
参
加
者
は
全

員
熱
心
そ
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
画
題
に
よ
る
2
0
号
の
画
布
に
向

っ
て
ま
さ
に
格
闘
し
た
感
が
あ
る
。

最
後
に
全
員
の
画
布
を
な
ら
べ
て

先
生
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
い
た

時
に
は
、
ど
の
絵
も
そ
の
努
力
が

あ
り
あ
り
と
う
か
が
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
私
は
一
年
前
に
初
心
者

●

講
習
を
受
講
し
今
回
の
研
修
講
座

に
の
ぞ
ん
だ
の
だ
が
、
受
講
生
諸

氏
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で

初
め
て
の
人
物
画
は
苦
し
か
っ
た

が
充
実
し
た
日
々
で
あ
っ
た
。

講
師
の
松
原
先
生
に
は
各
々
の

個
性
を
尊
重
し
、
そ
の
技
量
に
合

か
せ
た
ご
指
導
を
賜
り
大
変
貴
重

な
体
験
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
当
館
の
立
派
な
施
設
を
一

般
に
開
放
し
た
こ
の
様
な
講
座
を

更
に
特
徴
あ
る
も
の
に
し
て
発
展

充
実
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願

い
た
し
ま
す
。

近藤さんの作品

実
技
講
座
案
内

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
壇

期
日

2
月
1
6
"
1
7
・
1
8
日

講
師

天
野
三
郎
氏

申
込
締
切

2
月
2
日

◎
専
芸
研
修
講
座

期
日

2
月
1
9
・
2
0
日

講
師

浅
見
錦
龍
氏

申
込
締
切

2
月
6
日

美
術
館
協
議
会

去
る
1
 
2
月
2
0
日
、
第
三
回
美
術

館
協
議
会
が
本
館
会
議
室
で
行
わ

れ
た
。

館
長
よ
り
こ
れ
ま
で
の
経
過
報

告
の
あ
と
、
協
議
に
入
り
、
・
美
術

館
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
お
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
作
家
の

調
査
・
研
究
、
実
技
講
座
等
に
つ

い
て
各
委
員
よ
り
意
見
が
出
さ
れ

特
に
実
技
講
座
に
つ
い
て
は
、
年

度
を
超
え
た
も
っ
と
長
期
の
講
座

が
計
画
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
が
な
ど
活
発
に
意
見
の
交
換
が

美
術
館
研
究
員
会
議

去
る
同
月
2
8
日
、
本
館
会
議
室

に
お
い
て
、
美
術
館
研
究
員
会
議

が
行
か
れ
た
。
九
名
の
研
究
員
の

出
席
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
経
過
と
成
果
、
ま
た
、
今
後
の

研
究
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
発
表

が
あ
っ
た
。

な
お
、
本
年
度
、
鈴
木
忠
氏
、

村
田
哲
朗
氏
、
綿
貫
啓
一
氏
、
実

藤
充
子
氏
が
新
し
く
研
究
員
と
し

て
館
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
。

山
本
不
二
夫
氏

去
年
n
月
2
日

宇
前
零
時
的
分
、
脳
血
栓
の
た
め

八
千
代
市
新
八
千
代
病
院
で
逝
去

7
9
才
。

二
科
会
理
事
、
日
本
水
彩
国
会
理

事
、
県
美
術
会
常
任
理
事
。

佐
原
市
出
身
。
大
正
1
 
5
年
、
東
京

商
大
卒
。
昭
和
8
年
、
二
科
展
、

日
本
水
彩
画
展
初
入
選
。
昭
和
1
 
5

年
、
二
科
展
特
待
賞
。
昭
和
4
1
牢

固
総
理
大
臣
賞
。
昭
和
5
3
年
勲
丘

等
瑞
宝
章
受
賞
。
そ
の
他
、
バ
リ

ー
・
サ
ロ
ン
・
ド
・
コ
ン
パ
レ
ー

ゾ
ン
、
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
、

メ
キ
シ
コ
美
術
展
招
待
出
品
。

9
・
1
2

9
・
2
5

脚
・
2

1
0
・
3

川
・
7

1
2
・
了

1
2
・
"

1
2
・
1
7

日

豊
抑

抄

特
別
展
「
、
、
、
レ
ー
・
コ

ロ
I
 
、
ク
ー
ル
ベ
展
」

(
1
0
月
的
日
ま
で
)

千
葉
県
移
動
美
術
館

へ
佐
原
市
中
央
公
民
館
)

美
術
館
協
議
会

関
東
博
物
館
協
会
研
究

会千
葉
県
移
動
美
術
館

三
田
里
中
央
公
民
館
)

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
御

成
り

第
一
回
現
代
日
本
具
象

彫
刻
展
公
募
作
品
搬
入

同
審
査

資
料
審
査
委
員
会


